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今問題になっているSANAE TOKEN
• SANAE TOKENは、実業家の溝口勇児氏が主宰のYouTube番組
「NoBorder」発の政治参加ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ「Japan is Back」の一環として発
行された暗号資産

•投資目的ではなく民間の意見を吸い上げるもの＞ﾎﾟｲﾝﾄ制

•政治的な後ろ盾があるとの臆測から価格が一時高騰

• SNSでも話題となっている

•発行に当たっては高市首相側と連絡を取ってあると説明している

•高市首相は「自分とは無関係のもの」とSNSで説明

•金融庁は、この暗号資産が無登録で販売されている疑いがあるとし
て調査に入る



旧統一教会の解散命令確定 東京高裁、教団側の即時
抗告を棄却 教団財産の清算手続き開始へ 東京新聞

•高裁で解散命令が確定

•清算手続きが開始される

•教会側は特別抗告可能

•解散が確定しているので
清算手続きは進行する

•ｵｳﾑ真理教、明覚寺の解
散は刑事事案＞今回は
民事事案での判断

•最高裁が解散を取り消し
たら清算手続きは停止

世界平和統一家庭連合（旧統一教会）に対する文部科学省の解
散命令請求で、東京高裁は4日、宗教法人法に基づき解散を命
じた2025年3月の東京地裁決定を支持し、教団側の即時抗告を
棄却した。解散命令が確定した。「法令違反」を理由にした命
令の確定はオウム真理教などに続き3例目で、民法の不法行為
が根拠となったのは初めて。命令の効力が生じ、教団財産の清
算手続き教団側は最高裁に特別抗告できるが、執行停止の効力
はないため、清算手続きは進められる。最高裁が命令を取り消
した場合、手続きは停止する。
宗教法人法は、解散命令の要件を「法令に違反して、著しく

公共の福祉を害すると明らかに認められる行為」と規定。不当
な献金集めなど民法の不法行為が「法令違反」に当たるかどう
かが主な争点だった。
教団側は、法令違反は刑事罰が該当し、民法の不法行為は含

まれないと主張。コンプライアンス（法令順守）の徹底を宣言
した2009年以降は献金被害が減ったほか、昨秋に設けた補償の
ための第三者委員会が被害者対応を進めており、解散の必要性
はないと訴えていた。が始まる

・教会側はｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽを進め一部には和解金支払いで決着



核ごみ、南鳥島で文献調査へ＝東京・小笠原村に
申し入れ―赤沢経産相

赤沢亮正経済産業相は３日の閣議後記者会見で、原発から出
る高レベル放射性廃棄物（核のごみ）の最終処分場選定を巡
り、東京都小笠原村南鳥島での文献調査実施に向け、同日午
後にも同村へ申し入れを行うと明らかにした。
文献調査は処分地選定の第１段階に当たり、文献やデータ

などから適切な地層かどうかを調べるもの。これまで北海道
の寿都町と神恵内村、佐賀県玄海町で行われており、調査が
始まれば全国４例目となる。
経産省幹部が同日午後、小笠原村役場を訪れ、渋谷正昭村

長に申し入れる予定。赤沢経産相は「南鳥島は、（最終処分
場の建設候補となり得る地域を示した）科学的特性マップで
好ましい特性が確認できる地域とされている」と述べた。申
し入れ後は村民向けの説明会を早期に開催する考えも示した。

•現在北海道2か所 佐賀県１か所が文献調査中＞共に手を挙げた

•今回は国から声掛けが行われた＞最大20億円の交付金

•地学的に安定した所とは言われている

• ﾚｱｱｰｽの処理地としても注目されている所



民間宇宙ﾍﾞﾝﾁｬｰのﾛｹｯﾄ打ち上げ失敗
•民間宇宙ﾍﾞﾝﾁｬｰのｽﾍﾟｰｽﾜﾝがｶｲﾛｽ3号の打ち上げを再度延期
＞2月25日、3月1日、4日予定がさらに延期

• ｽﾍﾟｰｽﾜﾝは、契約から打上げまでの「世界最短」と打上げの「世界
最高頻度」を目指すﾍﾞﾝﾁｬｰ企業

•全長18m 径1.5m 3段式 ﾍﾟｲﾛｰﾄﾞ は150～250㎏

•＞今回は内外の通信衛星など5台の人工衛星を搭載

•現在までに1，2号機は打ち上げに失敗している

•今回は失敗を基に細部を調整して準備していた

•気候条件が合わなかった（1日は強風 4日は温度）

• 5日に打ち上げを行ったが失敗してしまう＞資金等の今後が問題

＞民間初を狙う



先が見えないｳｸﾗｲﾅ和平
•ｱﾒﾘｶがｲﾗﾝ対応に力点が移っている中、ﾛｼｱ・ｳｸﾗｲﾅ
との和平交渉に割く時間が無くなっている

•武器をｳｸﾗｲﾅに回すことが出来ない

•ﾛｼｱはこの隙を狙って3日にｵﾃﾞｰｻの港湾施設を攻撃

•冬のｴﾈﾙｷﾞｰｲﾝﾌﾗ攻撃から港湾施設への目標変更か

•ｱﾒﾘｶの攻撃を世界が認めてしまうと問題が生ずる

•ｾﾞﾚﾝｽｷｰ大統領の殺害も視野に入って来る



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の報道に対する介入
•昨年12月 ﾜｰﾅｰﾌﾞﾗｻﾞｰｽﾞをﾈｯﾄﾌﾘｯｸｽが11兆円で買収

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領はﾈｯﾄﾌﾘｯｸｽの取締役にｵﾊﾞﾏ元大統領の顧問が就い
ていることに対して辞めさせない限り買収認めずと横やりを入れる

• 2月26日 ﾊﾟﾗﾏｳﾝﾄ・ｽｶｲﾀﾞﾝｽが対抗して16兆円で買収発表

•余りに金額的に差が大きいのでﾈｯﾄﾌﾘｯｸｽは断念した

•＞経営者はｴﾘｿﾝﾌｧﾐﾘｰという大富豪の一人でﾄﾗﾝﾌﾟ大統領と親しい

• ﾜｰﾅｰﾌﾞﾗｻﾞｰｽﾞの傘下にﾆｭｰｽ専門ﾁｬﾝﾈﾙCNNがある

• CNNは国際的にも知られたﾘﾍﾞﾗﾙ系の情報発信を行う所

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領については厳しい内容の発言をしている

•直接は介入していないがﾘﾍﾞﾗﾙ派のﾒﾃﾞｨｱを抑え込もうとしている



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の報道に対する介入
•現在ﾊﾟﾗﾏｳﾝﾄｽｶｲﾀﾞﾝｽの傘下にはCBSﾃﾚﾋﾞがあるCBSﾃﾚﾋﾞもﾘﾍﾞﾗ
ﾙ色の強い放送局であった

• ﾊﾟﾗﾏｳﾝﾄ傘下に入ったことで、ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領に辛辣な物言いをしてい
た深夜番組を終了した

•今回の一般教書演説のﾘﾎﾟｰﾄもﾄﾗﾝﾌﾟ寄りの解説に

• CNNのｷｬｽﾀｰ ｼﾞｪｲｸ・ｸｰﾊﾟｰ氏もﾄﾗﾝﾌﾟ批判が多い

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領はﾌｪｲｸ・ｸｰﾊﾟｰと呼ぶほど

•今回の合併でどうなるか

•報道の独立性を保つことができるのか



ﾊﾟｷｽﾀﾝとｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝの戦闘激化
• ﾊﾟｷｽﾀﾝではここ数カ月暴力事件が多発＞ﾊﾟｷｽﾀﾝﾀﾘﾊﾞﾝ運動の仕業

•この組織はｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ領内で活動している＞ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝの保護下

•このﾊﾟｷｽﾀﾝの主張にｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝは非難

• 2月末から国境周辺での戦闘行為が続いている

•以前の対立時にはﾄﾙｺとｶﾀｰﾙが仲介して停戦していた

• ﾊﾟｷｽﾀﾝはｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝがﾃﾛ組織の抑制にしっかり取り組むまで戦闘継
続と表明している

• ﾊﾟｷｽﾀﾝはｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ領内のﾀﾘﾊﾞﾝ勢力地区に空爆を行っている

•全面戦争に発展する可能性がある



緊迫するｲﾗﾝ情勢



2月26日 ｼﾞｭﾈｰﾌﾞで行われた核協議

ｵﾏｰﾝ
ﾊﾞﾄﾞﾙ外相

ｸｼｭﾅｰ氏

ｳｨﾄｺﾌ
中東担当特使



核協議をまとめようとしたのか
•写真を見て驚いたこと

•国同士の正式な会談でｱﾒﾘｶ側はﾉｰﾈｸﾀｲ

•ｸｼｭﾅｰ氏が同席している

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は交渉術を高く評価しており、ｲﾗﾝ核問題を外
交的な「取引」としてまとめる＞ｱﾌﾞﾗﾊﾑ合意を主導した経験
と、中東地域における人間関係を重視

•対ｲﾗﾝ強硬派でもある

•よほどｲﾗﾝ側が譲歩してこない限り合意することはなかった

•＞決裂することは明らかであったと言える

儀礼的にはあり得ない

＞ｱﾒﾘｶ生まれのﾕﾀﾞﾔ人

ﾕﾀﾞﾔ人強硬派は現ｲﾗﾝ政権崩壊を願う



ｲｽﾗｴﾙの野望
•核開発を進めておりﾛｼｱの技術援助でｳﾗﾝ濃縮を進
めている＞核兵器を製造できるようになってきている

•ﾐｻｲﾙやﾄﾞﾛｰﾝなどの兵器開発を進めている

•ｲﾗﾝはﾊﾏｽやﾋｽﾞﾎﾞﾗなどに武器を供与するなど危険
な存在である

•ｲﾗﾝのｲｽﾗﾑ教を基本とした政治体制を嫌う

•常にｲｽﾗｴﾙを敵視した行動をしている

•このような状況を続けることは好ましくない



ｲｽﾗｴﾙの野望
•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領になって対ｲﾗﾝ政策を進めやすくなる

•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領が信頼するｸｼｭﾅｰ氏がﾎﾟｲﾝﾄになる

•ﾕﾀﾞﾔ人の希望であるﾊﾟﾚｽﾁﾅ地域をｲｽﾗｴﾙ領にする

•敵対するｲｽﾗﾑ勢力を排除する

•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領に取り入ってｲｽﾗｴﾙﾌｧｰｽﾄになってもらう

•核協議に対して強硬な姿勢を持つようﾄﾗﾝﾌﾟ氏にｱﾋﾟｰﾙ

•ﾊﾒﾈｲ師の動向を探り攻撃するﾁｬﾝｽを狙う



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の攻撃をする前の状況
• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は攻撃に先立ち軍事行動によって国内に力を
明示できるかを繰り返し聞いていた

•＞攻撃開始後ｴｽｶﾚｰﾄしてしまう可能性が高い

•＞予測不可能な政治ﾘｽｸを生む可能性が高い

•この警告を受けて

•長期的ﾘｽｸを伴っても「強い指導者」の姿を示すことを選択

•ﾚﾋﾞｯﾄ報道官は今までの大統領が検討したことを実行した勇
気ある大統領であると述べる

•今後犠牲者の数やｶﾞｿﾘﾝ価格などの問題がどうなるか



ｲﾗﾝ攻撃は作戦終了まで続くと宣言



ｲﾗﾝに対して攻撃を開始
•現地時間2月28日午前中にｲｽﾗｴﾙとｱﾒﾘｶはｲﾗﾝの主要部
や核施設などを攻撃したと発表
• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領はｲﾗﾝが約束を守らなかったからという理由を
語る＞核開発を止める、ﾐｻｲﾙを廃棄する等の約束をしよう
としないから
•数週間前から周到な準備を行っていた
•ｱﾒﾘｶCIAがﾊﾒﾈｲ師の行動をしっかりとらえていてこの日の
午前中に軍部の高官を集めて会議をすることを突き止める
•それを受けて夜間の攻撃を予定していたのが急遽昼間の攻
撃に切り替えた



「壮絶な怒り」作戦
•ｲﾗﾝには31の州がある＞24の州が攻撃対象になる

•ｲﾗﾝの精鋭軍事組織・革命防衛隊の指揮統制施設やﾐｻｲﾙ
の発射基地などを標的に精密誘導兵器を使用

•ｱﾒﾘｶは自爆型攻撃ドローンを初めて戦闘に投入

•昨年の6月の戦闘で被害を受けた施設も多い

•ﾊﾒﾈｲ師の公邸や革命防衛隊の指揮所などを空爆

•＞ﾊﾒﾈｲ師や高官を殺害した

•かなり詳しい情報をCIAが収集していたようだ

•＞内通者がいた模様



ｲﾗﾝ革命防衛隊ﾎﾙﾑｽﾞ海峡を閉鎖



ｱﾒﾘｶの潜水艦がｲﾗﾝ軍艦を撃沈



拡大する攻撃
•公海上でｲﾗﾝの海軍の艦艇を攻撃し沈没させる

•＞多くの犠牲者を出す

•ｱﾒﾘｶ側は戦闘中だから問題ないと主張

•ｲﾗﾝ側は非武装の艦船を攻撃するのは戦争犯罪と非難

•＞このｲﾗﾝのﾌﾘｹﾞｰﾄ艦はｲﾝﾄﾞで行われた式典に参加した

•＞80人以上が死亡 ｽﾘﾗﾝｶ側が救助したのは32人

•ｱﾗｸﾞﾁ外相はこの攻撃の代償は大きなものになると発言

•ﾍﾟﾙｼｬ湾にいたｱﾒﾘｶのﾀﾝｶｰを攻撃し炎上させた

•ｵﾏｰﾝ湾にいた空母をﾄﾞﾛｰﾝで攻撃した



ｲﾗﾝ側の対応
•革命防衛隊は徹底抗戦を発表

•＞ﾎﾙﾑｽﾞ海峡は閉鎖する→通行すれば攻撃対象

•湾岸地域にあるｱﾒﾘｶ軍基地に対してﾐｻｲﾙ・ﾄﾞﾛｰﾝ攻撃

•＞ｱﾒﾘｶ軍に6人の死者が出る

•湾岸地域の国々にｱﾒﾘｶ軍基地の閉鎖を協議する

•＞受け入れなければ攻撃するのみ

• ｱﾒﾘｶとの外交交渉はしない

•＞今まで何度も失望された

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領はこのような戦いをすべきではなかった

•徹底的に反撃する



ﾙﾋﾞｵ国務長官の声明
•3日にﾘﾔﾄﾞにあるｱﾒﾘｶ大使館がﾄﾞﾛｰﾝ攻撃を受ける

•影響は中東全域に拡大している

•中東のほぼ全域に居るｱﾒﾘｶ人に対して「深刻な安全上のﾘ
ｽｸがある」として直ちに退避するよう呼びかける

•ﾊﾞｰﾚｰﾝ ｴｼﾞﾌﾟﾄ UAE ｲﾗﾝ ﾖﾙﾀﾞﾝ ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ等の15の国
と地域

•ｲﾗﾝが湾岸諸国に卑劣な攻撃を続けている

•ｱﾒﾘｶ国民の安全確保への取組の現れ

•可能な限りの民間交通機関を利用して退避せよ



• 3月3日現在の攻撃
地点

•赤はｱﾒﾘｶ・ｲｽﾗｴﾙ
が攻撃した地点

•＞1250地点と11隻
の艦船を標的とした

•青はｲﾗﾝが攻撃し
た地点

•＞ｱﾒﾘｶ軍関連の施
設を中心に攻撃

• ｸｳｪｰﾄではF15 を3
機誤って撃墜した

•＞乗員は脱出

出典 ロイター

・UAEやｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱはｲﾗﾝを
攻撃すると表明



地下工場で生産されるﾄﾞﾛｰﾝ
日産400機ともいわれる
最大保有量80000機とも
5日までに1628機使用

写真出典 CNN



写真出典 ｱﾗﾌﾞﾆｭｰｽ

最大保有量 1300発
5日までに798発使用



世界の民間航空機運行状況

•3月2日20時35分現在
•ｲﾗﾝ上空にほとんど航空
機がいない
•ｲﾗﾝを迂回して北と南に
迂回していることが良く
わかる
•日航は8日までﾄﾞﾊﾞｲ便を
運航しないことにした
•ｼﾞｬﾝﾌﾟの二階堂さんがﾄﾞ
ﾊﾞｲで動けずﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ
欠場



3月2日23時



今回の攻撃で交通に大きく影響が出る
•民間航空機はｳｸﾗｲﾅ侵攻の事を受けてﾛｼｱ領内の航路を
飛んでいない

•北回りはｱﾝｶﾚｯｼﾞ経由

•南回りは中東経由

•船舶はﾎﾙﾑｽﾞ海峡を革命防衛隊が通行禁止にしたために
運行を停止中

•ｱﾒﾘｶ船籍の船は攻撃対象になっている

•日本は原油の95%が中東産＞254日の備蓄があるが安心は
できない

＞ﾖｰﾛｯﾊﾟへの航空便に影響が出る



その他の影響
•ｶﾀｰﾙの石油施設にﾄﾞﾛｰﾝ攻撃があった

•関連施設が被災しいくつかの施設が操業停止

•液化天然ｶﾞｽの輸出に影響

•日本はそれほど影響ない

•備蓄は3週間分しかない

•ｱﾙﾐﾆｭｰﾑ関連の輸出に影響

•最大級の精錬工場年間60万ｔ

•先物価格が2%以上昇中



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の考えた目的
•今まで外交や経済制裁で圧力を高めてきたが効果が
なかったのでｱﾒﾘｶを守るために攻撃にでた

•①核開発の完全阻止

•②弾道ミサイル・軍事能力の破壊

•③テロ支援組織の無力化

•④現政権の打倒（政権交代）

•短期決戦のつもりだったが長期化も想定

•空爆中心の攻撃だったが地上軍の派遣も想定

ｲﾗﾝ攻撃の目的



４つの目的とはどのようなことか
•①昨年の6月 核関連施設を攻撃した

•＞ｲﾗﾝはｳﾗﾝ濃縮などを再開している

•②ｱﾒﾘｶ本土を攻撃できるような長距離ﾐｻｲﾙの開発を阻止
する

•③ﾊﾏｽなど過激派勢力に対する資金や武器の支援能力を
無くす

•④現政権は反米を掲げて攻撃的姿勢を保ち続けている

•＞国内の民主派勢力を力でねじ伏せている

•＞これらの民主的勢力が立ち上がってくれれば支援する

各種研究機関の発表ではそのようなﾐｻｲﾙはないとしている



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領と議会
•今回のｲﾗﾝ攻撃に対してｱﾒﾘｶ議会の一部は決議案提出

•＞合衆国憲法には宣戦布告を行う権利は議会にある

•＞大統領権限で開戦することは出来ない

•憲法違反である

•議会内の共和党の多くは今回の侵攻を絶賛している

•民主党の中でも侵攻を良しとする議員もいる

• ﾙﾋﾞｵ国務長官やﾍｸﾞｾｽ国防長官も議会説得へ

•MAGA派は海外での戦争関与に拒否感が強い

•米兵の犠牲が絶対に不必要だったし受け入れられないと反発

•過去の教訓が生かされていない＞ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝやｲﾗｸ



何故ｲﾗﾝ攻撃をしたのか
• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は自らをﾋﾟｰｽﾒｰｶｰと言っていた

•ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ侵攻、ｲﾗﾝ侵攻と武力攻撃を始めてしまった

•核協議について仲介国は進展といい、国民も軍事進攻反対
していた

•支持率が低下している、州ﾚﾍﾞﾙでの選挙も思わしくない

• 11月には中間選挙がある＞現状では民主党に敗北と予想

•外交ではｲﾗﾝの核開発は止められない＞軍事行動求める

•ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ侵攻は賞賛された＞これが失地回復のﾁｬﾝｽ

•ｼﾞｮﾝｿﾝのﾍﾞﾄﾅﾑ戦争 ﾌﾞｯｼｭのｲﾗﾝ戦争＞結果的にはﾏｲﾅｽ



何故ｲﾗﾝ攻撃をしたのか
•ﾈﾀﾆﾔﾌ首相はｲﾗﾝの無力化を政治生命の要としている

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領はﾈﾀﾆﾔﾌ首相を比類なき戦時指導者と賞賛

•ﾈﾀﾆﾔﾌ首相はこの攻撃を「歴史を変える大胆な決断」と称賛
し、事前に通知を受けていたとも発言

•今こそﾁｬﾝｽだと判断して実行

•＞歴史的に名を遺すﾁｬﾝｽでもある

•国内で反体制派のﾃﾞﾓが頻発している

•＞ここで叩けば政体が崩壊すると判断した

•そんなに時間はかからないだろう＞ﾌﾟｰﾁﾝ大統領と同じ



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の思惑は
•ｲﾗﾝ国内で民衆のﾃﾞﾓが多発していた

•現体制に不満を持つ割合が高くなっている

•今現体制を倒せば民主化勢力が動くだろう

•＞現体制の強力な弾圧によって民主化勢力は力を出
せず

•空爆で政権の中枢を破壊すれば自ら崩壊するだろう

•＞直ぐに暫定指導部が立ち上がり徹底抗戦を宣言

•＞ｱﾒﾘｶと話し合う事はしない＝ｱﾒﾘｶ側はｲﾗﾝが話合
い希望



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の考えが変化している
•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は最初、政権を倒すのが目的

•国内で民主化を叫ぶ人たちこそ今立ち上がるべきだ

•ｸﾙﾄﾞ人反政府組織に武器を渡しているとも報道される

•民主化を指導する人物が存在しない

•現体制の中でｱﾒﾘｶの意向を入れて政権を運営する
人や組織であれば良いと考えている

•ｲﾗﾝ政府が第三国を経由して和平案の話し合いを求
めているといわれる

民主的政権は無理

ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ方式



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領がそこまで考えるか
• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は月末に中国訪問を行う

•その時のﾃﾞｨｰﾙ材料に今回の侵攻を利用するかも

• ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗとｲﾗﾝに共通するもの＞産油国

• 42%は湾岸地域からの輸入

• ｲﾗﾝにとって90%以上が中国向け

• ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗも50%が中国である

• 24年ﾍﾞｰｽで12%が入らなくなる可能性

•中国の石油自給率は20%台

•かなりの問題になる

•中国はﾚｱｱｰｽの輸出規制 大豆輸入停止している
出典 中国問題ｸﾞﾛｰ
ﾊﾞﾙ研究所



戦争を始める時に必要なこと
•国際法では開戦に当っては「宣戦布告か最後通牒を出すこ
と」と決めてある

•これを行わな場合は事変、紛争という

•ｱﾒﾘｶの憲法ではその権利は議会にあることになっている

•第二次世界大戦後実際に宣戦布告が出されたことはない

•今回も大統領の権限の中で行われていることになる

•大統領権限の中に戦闘行為が含まれていて問題になる

•ｱﾒﾘｶ議会にｲﾗﾝ攻撃を停止する法案を提出

•＞賛成47 反対53 で否決された



ｲﾗﾝ侵攻を正当化することはできるか
• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は「差し迫った脅威」が認められたので攻撃に踏み
切ったと説明

•＞攻撃を受ける兆候があったので先制攻撃で米軍の被害を回避

•本当に兆候があったのか＞弱体化した今が窮地に追い込むﾁｬﾝｽ

•＞ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ攻撃も麻薬密輸の罪で大統領を拘束した

•力でねじ伏せようとするﾄﾗﾝﾌﾟ流の手法

• EUもﾛｼｱのｳｸﾗｲﾅ侵略と同じで国連憲章に反していると指摘

•国連憲章では武力行使は禁止されている

•差し迫った脅威があれば一定の条件下での自衛権行使はある

•今回の侵攻が自衛権行使と認められるのか



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の動きを批判する
•ｲﾗﾝ攻撃に賛成しないとしてｽﾍﾟｲﾝは国内のｱﾒﾘｶ軍基地の
使用を認めなかった

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領はｽﾍﾟｲﾝに対しての貿易を全て停止すると発表

•＞ｽﾍﾟｲﾝにとってｱﾒﾘｶとの貿易は輸出入とも7～8%程度

•ｲｷﾞﾘｽのｽﾀｰﾏｰ首相も国内の基地からの攻撃をさせず

•理由は「空からの体制転換をよしとしない」と発言

•＞ｲﾗﾝがｷﾌﾟﾛｽにあるｲｷﾞﾘｽ軍基地を攻撃したことを受けて
態度を変えた

•日本は現時点では情報不足で意見をする立場ではないと



今回の問題で他のｲｽﾗﾑ教国では
•ｱﾒﾘｶとｲｽﾗｴﾙによるｲﾗﾝ攻撃に対してﾃﾞﾓが発生

•ﾊﾟｷｽﾀﾝではｶﾗﾁにあるｱﾒﾘｶ領事館に暴徒化したﾃﾞﾓ隊が突
入し警官隊と衝突

•＞ﾃﾞﾓ隊に向かって発砲し9員が死亡、30人以上が負傷した

•ｲﾗｸでも首都ﾊﾞｸﾀﾞｯﾄﾞでﾃﾞﾓが発生した

•両国ともｲｽﾗﾑ教ｼｰｱ派が多い国である

•ｱﾒﾘｶ国内でも各地でﾃﾞﾓが発生している

•＞「国際法違反」や「終わりのない戦争の始まり」と批判し、
外交的解決を求めている



ｲｽﾗﾑ教ｼｰｱ派の多い国
• ﾊﾒﾈｲ師という宗教指導者を武力によって失ったことは大きなｲﾝﾊﾟｸ
ﾄを持っている＞報復を行う事は十分考えられる

• ｼｰｱ派はｲｽﾗﾑ教徒の中の１割しかいない

•預言者ﾑﾊﾝﾏﾄﾞの正当な血筋を持つものが合法的指導者

• ｲﾗﾝ 88.3% ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ 61.0% ｲﾗｸ 57.1% ﾊﾞｰﾚｰﾝ 54.4% ﾚﾊﾞﾉ
ﾝ 29.8% ｸｳｪｰﾄ 18.8% ﾊﾟｷｽﾀﾝ 14.5%

•その他 ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ ﾄﾙｺ ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ ｲﾝﾄﾞ ｼﾘｱ ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ

• ｼｰｱ派＝過激派と言う事はない

• ｼﾞﾊｰﾄﾞ（聖戦）という言葉で誤解されている

•＞神の道に従い、信仰のために最善を尽くす義務

現在の指導者は法学者
救世主が戻って来る間の代理



ｱﾒﾘｶがこの戦闘で消費した金額
•Foｒbesによると今回の戦闘ですでに10億ﾄﾞﾙを消費している
という＞ﾄﾏﾎｰｸ１機200万ﾄﾞﾙ 空母維持費1000万ﾄﾞﾙ/日

•戦闘機３機を失っている＞1機約1億ﾄﾞﾙ

•艦船を派遣している段階で6億ﾄﾞﾙ以上が使われている

•長期化すれば1000億ﾄﾞﾙにも及ぶ可能性

•これは全て税金で賄われるので国民の負担はかなりのもの
になってしまう＞ｱﾒﾘｶの大学が見積もった負担額400億ﾄﾞﾙ

•ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ侵攻で3000万ﾄﾞﾙと言われる＞規模の違い明らか

•この代償はかなり大きなものになる



ｲﾗﾝがﾃﾞｨｰﾙ求めて接触、原油高軽減へ近く追加
措置＝ﾄﾗﾝﾌﾟ氏 ロイター •最新の報道でｲﾗﾝがﾃﾞｨｰﾙ

を求めてきたという

•ｲﾗﾝ側はﾐｻｲﾙ・ﾄﾞﾛｰﾝによる
攻撃量が減少中

•ｲﾗﾝ海軍の艦船も壊滅

•求めてきた内容がどの様な
ものかは不明

•石油価格が安定化するよう
な措置を取る

•良い方向に進んで欲しいも
のだが

トランプ米大統領は５日、米国とイスラエルが攻撃を続け
る中、イランがディール（取引）を求めて接触していると
述べた。原油への圧力軽減に向けたさらなる措置を近く打
ち出す考えも示した。
ホワイトハウスで開かれたイベントで、イランが取引の方
法を問い合わせているとし、「私は少し遅いと言った」と
述べた。
トランプ氏は、米軍の行動を称賛し、イランのミサイル・
ドローン（無人機）能力を破壊していると指摘。「彼らの
海軍は壊滅した。３日間で２４隻が失われた」と述べた。
また、世界各地のイラン外交官に対し、亡命を申請し、よ
り良き新しいイランの構築に貢献するよう呼びかけた。
ニューヨークのイラン国連代表部はコメントを控えた。
トランプ氏は、原油価格は「ほぼ安定している」としなが
らも、原油価格への圧力を軽減するさらなる措置を近く発
表するとした。
ホワイトハウス高官が明らかにしたところによると、米財
務省は早ければ５日にも、原油先物市場に関する措置を含
め、エネルギー価格高騰への対策を発表する見通しだ。

・一方でｲﾗﾝ外交官に亡命を呼びかけている





ｲﾗﾝ・ｲｽﾗﾑ共和国
•面積 165万㎢（日本の4.4倍）

•人口 9157万人(2024年）

•言語 ペルシャ語、トルコ語、クルド語など

•1979年のｲｽﾗﾑ革命でﾎﾒｲﾆ師が最高指導者となる

•1989年 ﾎﾒｲﾆ師の死後ﾊﾒﾈｲ師が最高指導者となる

•ｲｽﾗﾑ教を基本とした政治体制

•三権分立の上に最高指導者がいるという体制

•国軍の他に革命防衛隊が存在する

•反体制派を力で押さえつける政治＞民主化が進まない

法学者



複雑な民族構成

• ﾍﾟﾙｼｬ人が51%

• ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ人

• 25%

• ｷﾞﾗｷ・ﾏｻﾞﾝﾀﾞﾗﾆ人

• 8%

• ｸﾙﾄﾞ人 7%

• ｱﾗﾌﾞ人 3%

• ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ人 2%

• ﾊﾞﾙﾁｽﾀﾝ人 2%
•その他



ｲﾗﾝ側はどうするか
• ｲｽﾗﾑ法での統治という形態を崩したくない

•早期に後継者を選定して国民をまとめていきたい

•現状は暫定評議会が政策を決定している

•最高責任者の選出を急いでいる

• ｱﾘｰﾚｻﾞｰ・ｱﾗｰﾌｨｰ 暫定評議会ﾒﾝﾊﾞｰ ﾊﾒﾈｲ師の信頼が厚かった

• ﾓｼﾞﾀﾊﾞ・ﾊﾒﾈｲ ﾊﾒﾈｲ師の次男 革命防衛隊と強い関係

• ｱﾘｰ・ﾗﾘｼﾞｬﾆ 元国会議長 穏健派 強硬派とは対立

• ﾊｻﾝ・ﾎﾒｲﾆ ﾎﾒｲﾆ師の孫 改革派

• ｺﾞﾗﾑﾎｾｲﾝ・ﾓﾎｾﾆｴｼﾞｪｲ 暫定評議会ﾒﾝﾊﾞｰ 強硬派

•誰が後継者になるかによって今後の見通しがつくか

＞最有力



ｲﾗﾝの政治の複雑さ •最高指導
者の権力
が如何に
強いか

• ｲﾗﾝ特有
の組織も
多い

•革命防衛
隊の存在

•その下に
ﾊﾞｼｽﾞとい
う民兵組
織がある

法学者
88人

最 高 指 導 者

国 民



ｲﾗﾝの政治を左右するのは
•三権分立はしているがその上に最高指導者が存在

•全ての指名権を持っている

•最高指導者は法学者88人で構成される専門家会議が選出
する

•監督者評議会は法学者6人法曹家6人で構成され議会が提
出した法律をｲｽﾗﾑ法に準拠しているか判断

•各部署の候補者を審査し不適切な人物は排除する

•最も強い武力を持つ革命防衛隊＞ｲｽﾗﾑ革命時国軍が反抗
するのではないかとﾎﾒｲﾆ師が創設 諜報機関も持つ







ﾛｼｱに対して何故止めることが出来ないのか
•ﾛｼｱがｳｸﾗｲﾅに侵攻したのは2022年ではない

• 2014年のｸﾘﾐｱ半島侵攻から始まっている

•この時点でｸﾘﾐﾔ半島の支配をﾛｼｱに認めてしまった

•ｳｸﾗｲﾅがEUやNATOに入ってしまうのを何とか阻止したい

•＞ﾅﾁ化したｳｸﾗｲﾅに居るﾛｼｱ人を助けるために侵攻する

•簡単に占領できると思っていたのが4年以上もかかり多くの
死傷者を出す状況になっている

•ﾛｼｱに自由はない＞ﾅﾜﾘﾇｲ氏やﾘﾄﾋﾞﾈﾝｺ氏、ﾌﾟﾘｺﾞｼﾞﾝ氏の死

•旧KGBの出身であるﾌﾟｰﾁﾝ大統領の手腕である



ｳｸﾗｲﾅの国民になぜ寄り添えないのか
• 1994年 ﾌﾞﾀﾞﾍﾟｽﾄ覚書 ｳｸﾗｲﾅの持つ核兵器を全てﾛｼｱに引き継ぐ
ことによりｳｸﾗｲﾅの主権と独立を保障した

•＞ｱﾒﾘｶとｲｷﾞﾘｽが仲立ちをしたその責任は大きい

•保有していた空母は中国に売却＞遼寧となる

• ｳｸﾗｲﾅが敗れることは西側諸国が見捨てたことになる

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領はその部分を考えていない

•破壊されたｳｸﾗｲﾅの復興は誰がやるのか

•＞破壊したﾛｼｱの責任のはず＝凍結したﾛｼｱの資産の利用

• ﾛｼｱが行っているｲﾝﾌﾗへの攻撃はｳｸﾗｲﾅ国民の存続にかかわる
酷い仕打ちであることをしっかりと考えて欲しい



迎撃するためにかかる費用
•攻撃ﾐｻｲﾙ1発を迎撃するのに2発のﾐｻｲﾙが必要

•ﾊﾟﾄﾘｵｯﾄﾐｻｲﾙは１発517万ﾄﾞﾙ

•5日までに発射されたｲﾗﾝ側のﾐｻｲﾙ

•UAE 152発 ｸｳｴｰﾄ・ｶﾀｰﾙ 162発 ｲｽﾗｴﾙ 370発

•これを迎撃するのに95億ﾄﾞﾙ程度の費用がかかる

•数日間で迎撃用800発を使うと生産するのに15か月

•昨年の12日間戦争で使った迎撃用ﾐｻｲﾙ費用 40億ﾄﾞﾙ

•これにﾄﾞﾛｰﾝ迎撃を加えると大変な金額になる

•＞現在ｳｸﾗｲﾅが開発したﾄﾞﾛｰﾝ迎撃用ﾄﾞﾛｰﾝに注目している





ﾛｼｱについて



ﾛｼｱ軍内の異常な出来事



ﾛｼｱが抱える問題
•以前の講座で帰還兵の話題を出しました

•＞帰還兵が家庭に戻ってDVを起こすという問題

•ﾌﾟｰﾁﾝ大統領は「兵士らは神聖な使命を果たしてている」と
兵士を称えている

•DVを訴える妻に対して「命を捧げて戦った夫い跪いて脚にｷ
ｽをしなさい」とｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

•ﾛｼｱ国内最大のDV被害支援団を外国の代弁者だと認定し
て閉鎖命令を出す＞ｽﾊﾟｲに関連している

•市民に反戦活動を起こさせないようにしている



ﾛｼｱが抱える問題
•情報統制を強める 外国製ｱﾌﾟﾘに規制強める

•ﾜｯﾂｱｯﾌﾟ、ｼｸﾞﾅﾙはﾃﾞｰﾀを削除させるなど

•＞理由は犯罪組織やﾃﾛ活動の温床になっている

•いかにして事実を隠していくのかに腐心

•死傷者の数を発表しない

•＞人口1万人当たりの死者数 ﾓｽｸﾜ 2 ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸ 3
ﾌﾞﾘﾔｰﾄ共和国 42.6 ﾄｩﾜ共和国 51.1

•大都市からの徴兵はあまり行わず地方の少数民族の地域
から徴兵している＞貧しい所で高額報奨をｴｻに集める



問題を一度に解決するため
• ﾛｼｱ国内の民族差別がそのままの結果につながる

•報奨は年間平均賃金の5倍＞死亡したら民間企業の生涯賃金を越
える補償金を出す

• ﾌﾟｰﾁﾝ大統領は2026年を「諸民族団結の年」に制定

•戦死者の多い地域を「比類のない戦士を輩出」とほめ、「諸民族の
文化と言語の支援」すると発表

•今後ｼﾍﾞﾘｱに50万人規模の都市を5つ程度建設

•大規模な科学、工業、経済ｾﾝﾀｰ的な都市にする

•＞帰還兵士の受け皿的なものになる



ﾛｼｱの政策は何処を向いているのか
•少数民族の不満も上がっているようだが制圧している

•ｼﾍﾞﾘｱ開発は以前から発表されていたがｸﾘﾐﾔ侵攻などで資
金不足になって後送りになっていた

•昨年のﾄﾗﾝﾌﾟ大統領との会談で北極海の共同開発について
話題にしたようである＞ｼﾍﾞﾘｱ開発もそこに紐づける

•欧米の経済制裁はかなり影響している

•市民生活はかなり厳しくなっている＞様々なものが値上がり

•日本の消費税にあたる付加価値税22%に値上げ



• ﾛｼｱ産原油1ﾊﾞﾚﾙ当たりの値段が低下傾向

• ｲﾝﾄﾞがﾛｼｱ産原油を買わないとしいるのでﾛｼｱには痛手



• ﾛｼｱは小型原発の輸出を行っている

•上の写真は船の中に原発を入れるもの

• ﾛｼｱ国内で生産して輸出

• ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻｳｽに積極的に進出している

•＞取り込みを画策しているのか



高市首相は対ロ政策はどうするのか
•2月7日 北方領土の日で高市首相が語った内容

•ﾛｼｱとの領土問題を解決し、平和条約を締結する日本の方
針に変わりはない

•現在の両国関係はｾﾞﾛに等しく対話も全く行われていない。
対話なしに平和条約について議論するのは不可能

•ﾛｼｱの反応：対話を停止したのは日本側であり、日本はﾛｼｱ
に非友好的な立場をとっている＞日本が変わらなければ進
展はない

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領との会談もあり、どのような対応をするのか

•ｳｸﾗｲﾅ問題についてもしっかりと意思表明すべき
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